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1.「 貴学 にお け る大学アーカイ ヴズについて」

1-1設 置 目的 ・設置経緯 一大学史編纂後の措置から一

九州大学大学文書館は2005年4

月 に、九州 大学 に関わ る資料 の収

集 ・整理 ・保存、九州大学の歴史等

に関す る調査研究、お よび資料の公

開を 目的 として設置 された。

この大学文書館設立の契機 となっ

たのは、九州大学七十五年史 の編纂

事業(1985年 ～1992年)で あ り、

編纂終了後の1992年 に九州大学大

学史料室が設置 され、これ が大学文

書館 につながった。七十五年史編纂

では、当時 としては先駆的なパ ソコ

ンを用いた資料 のデジタルベース化

をすすめた。 七十五年史編纂事業 に

おける若手教員が大学文書館設立当

時に各部局の要職 を占めるよ うにな

ってお り、情報 の流れ をいちはや く

察知できていた ことも役立った。

大学文書館設置にあたっては、総

務部企画課 と連携 した。

大学文書館設置準備 の時期 に教養

部解体があ り、「自校史」 を全学科 目として文書館 スタ ッフが担当できた ことも大きい。

1-2組 織形態 一 大学本部や総務課 とのつなが り一

アーカイ ヴズの実現に際 しては、組織の認可 と専任 スタッフ(で きれば職員 も)の 確保

が重要 となるので、この2点 に留意 した組織づ くりを心がけてきた。

館長 は、副学長 のなかか ら総長が任命 している。 この仕組 みにより、大学の本部 との結

びつきの強い組織 となっている。

設立当初は、法人文書資料室 と大学史資料室の二室が置かれ、2009年 には百年史編集室

も設け られた。
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室員 として、教員および事務職員若干名が置かれ ると規程で定 められている。現在は、

専任室員 として、教授1名 、准教授1名 、助教1名 の計3名 の教員 とテクニカルスタッフ2

名 、事務職員(常 勤)2名 が配置 されている。 さらに、事務補佐員(常 勤)2名 が勤務 して

いる。

兼任室員も設け られている。兼任 の教員では、人文 ・社会科学系の教員6名 が任命 され 、

大学文書館の研究 プロジェク トのメンバー となってい る。兼任 の事務職員 としては、法人

文書資料室長 を総務課長が兼任 してい るのをは じめ、3名 の事務職員(総 務課および法令審

議室)が 勤務 してお り、大学本部の事務組織 との連携 が強い。

運営組織 としては、大学文書館委員会が設け られてお り、学 内の各部局か ら委員が選 出

されている。

一
鍋

歴代総長肖像画などの保管

1-3活 動 内容 一研 究プ ロジ ェク トと自校史学習 の充実一

主要な活動内容 としては、「資料の収集 ・整理 ・保存 ・利用」「資料の調査 ・研究」「教育」

「情報提供」 「九州大学百年史の編集」の5点 を指摘できる。

資料 の収集 は、総務課 と連携 しなが ら、進めてい るところである。保存 スペースの確保

にも力 を入れている。

資料の公 開では、学内事務 スタッフによる閲覧が概ね週1回 程度あ り、学外か らの閲覧

はそれ よ り多 く、週2,3回 程度希望が寄せ られている。特に西 日本新聞社か らの問い合わ

せ は多 く、同新 聞にはほぼ毎 日、九州大学関連の記事が掲載 されてい る。
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九州大学の歴史等への調査 ・研究は、大学文書館 の存在意義のア ピール としても位置づ

けて重視 してい る。通常の予算は限 られ てい るが、学内外の予算確保(学 内研 究助成 ・科

学研究費 ・財 団助成金)も 積極的に利用 しなが ら、 これ まで様 々な研究プ ロジェク トを組

織 してきた。2005年 度(平 成17年 度)以 降では、次のよ うな研究プロジェク トを実施 し

た。

競争的資金に係 る間接経費

「九州大学 「伊都キャンパス」記録プロジェク ト」(平 成17年 度～平成18年 度)

受託研究(福 岡市)

「九州大学箱崎キャンパス内歴史的資源の現況調査」(平 成17年 度)

科学研究費補助金(基盤研究(C))

「九州大学における学徒出陣 ・学徒動員」(平 成18年 度～平成19年 度)

重点的研究教育基盤整備費

「九州大学 「キャンパス移転」記録プロジェク ト」(平成19年 度～平成20年 度)

間接経費(全 学共通分)

「九州大学[伊 都]記 憶創生プロジェク ト」(平成21年 度～平成23年 度(予定))

科学研究費補助金(基盤研究(C))

「後発帝国大学の設立理念 と実態一九州帝国大学法文学部の場合一」

(平成21年 度～平成23年 度(予定))

教 育活 動 には全 国 的 に

も早 くか らカ を入 れ てお

り、1997年 には大学史料

室 専任 教官 に よる全 学共

通教育科 目 「九州大学の歴

史」をスター トさせてい る。

また、自校史だけにとどま

らず、大学史全体を扱 う授

業 として、1999年4月 か

らは専任 ・兼任教官等によ

る全学共通教育科 目 「大学

とは何か一ともに考える一」

を開講 している。これ らの

授 業 に関 して以 下 の よ う

所蔵資料の一例
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な記録やテキス トが刊行 されている。

『試行授業 「九州大学の歴史」。に対する学生の反応について』(平成11年)

『試行授業 「大学とは何か 一 ともに考える一 」の記録』(平成12年)

『低年次教育における九州大学史カ リキュラム開発に関する研究』(平成13年)

『「低年次教育における九州大学史カリキュラム開発に関する研究」講義録(平 成13年)

『大学 とはなにか 一九州大学に学ぶ人々ヘー』(平 成14年)

情報提供 としては、1992年 よ り

『大学史料室ニュース』(第1号 より

第25号)を 発行 し、2005年 には『大

学文書館ニュース』に改称 し、第35

号まで出 している。

写真 目録 を含む各種資料 目録や、

研究プロジェク トの報告書 も学内外

への情報提供 の役割 を果た している。

2年 前 か ら開始 された 九州 大学

百年史の編集 は、百年史編集室にお

いて通史編 ・資料編 ・写真集 ・別巻

の編集 、部局史の編集支援を行って

いる。

百年史編集室

2.「 貴学 に とっての大学アーカイ ヴズの意義」について

九州大学の場合、九州大学七十五年史編纂事業か ら一貫 して、大学のアイデ ンテ ィティ

のよ りどころとしての大学アーカイ ヴズの必要性 を訴 え続け、そのアピールが次第に浸透

してきているのを感 じている。

今年度 より、九州大学統合新領域学府(専任教員48名 以上)にLibraryScience専 攻(修 士

10名)が 設置 され、図書館 司書やアー キビス トの育成教育を行ってお り、その教育の一端を

大学文書館 専任スタ ッフが担 当している。 このことか ら、大学文書館 の研究機能や教育機

能が学内に認知 されていることがわかる。
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3.「 国公 立大 学 ・私 立大学 にお ける大学アーカイ ヴズの意義」について

大学アーカイ ヴズの コアは 「事務文書の収集 ・研究 ・教育」である。 これ らの活動をお

こな う大学アーカイ ヴズには、良い意味での 「大学のアイデ ンテ ィテ ィ」 の拠 り所 として

の意義がある。創立者の人物伝 ・思想だ けではない、アーカイ ヴ資料に基づいた客観的 「自

校史」の提供が重要 となる。

さらに、大学アーカイ ヴズには広報担当部署 としての意義 もある。具体的な資料に基づ

いて大学の歩みや学生の姿を知 らせ ることは、広報活動の充実 につ ながる。

こうした意義 は、国公立大学で も私立大学で も共通 してい る。 これか ら大学アーカイ ヴ

ズをつ くろ うとす る際には、学 内でこ うした点についての共通認識 をどのよ うにつ くって

い くか とい うことが重要である。

そのためには、例えば寺崎 昌男氏の よ うな大学史 と大学 アーカイ ヴズの両方 に詳 しい方

に、話 をして もらうのも一つの方法 であろ う(寺 崎氏の講演 については、近畿大学内で も

検討 していた件であ り、2011年12月17日 に全学FD研 究集会 として実現 した。第2部 を

参照)。

調査を振り返って

九州大学の事例 を調査す ることで、近畿大学にお けるアーカイ ヴズ設置に際 しては、 「ヒ

ト(専任スタ ッフ)・モ ノ(大学組織 のなかでの独立機関 としての位置づけ とスペース)・カネ

(年間予算)」を十分 に確保す ることが前提 とな ることを実感 した。これ ら運営資源 が不足 し

たままの、兼任 スタッフのみによる組織発足は無理が生 じるので、何 として も避 けるべ き

である。そのために、学内で認識の共有をはか りなが ら、方策 を講 じてい く必要がある。

「自校史」についても、大学アーカイ ヴズを活用 しなが ら、十分な準備 に基 いて 「再発

足」する必要 を感 じる。

さらに、大学アーカイヴズ と外部 との結びつ き(学外予算の確保 、地域の広報活動 との連

携)も重要だと感 じた。

(冨岡勝)
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